
【資料２－１－２】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

【教材名   手塚治虫 】 

【指導計画と評価】（９時間扱い） 教科書 Ｐ．１６５～ 

次 時 指導計画 
指導の手立てと留意点 / ☆評価 

  【使用する資料等】 

 １ 

１ 

 

 

 

○感想文の特徴を知り学習計画を立てる。 

・ モデルの感想文を読み，どのように本の

感想を述べているかを知る。 

・ 感想文を書くためのポイントを学習し，感

想文を書く構成要素を知る。 

【ワークシート①】 

○並行読書を進め，自分が感想文を読む

伝記（人物）を決める。 

・感想文のモデルを提示することで，活動へ

の見通しをもたせるとともに，複数の伝記を

用意し，人物の生き方について興味・関心

を持たせる。 

【学習計画表，ワークシート①】 

 

☆学習の見通しをもち，読書感想文にまとめ

ようとしている。（関意態／発言・行動観察） 

  

 

 

 ２ 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

３ 

   

  

 

４ 

５ 

 

６ 

７ 

 

８ 

○「手塚治虫」や複数の伝記を読み，感想

文を書くのに必要な引用箇所や自分の

経験などをまとめる。 

・ 主人公の生き方について，自分が強く

感じたことを短い言葉（キャッチフレー

ズ）で表す。 

 

・ 文中から心に響いた言葉を引用し，選ん

だ理由についてまとめる。   

【ワークシート②③】 

・ 手塚治虫の生き方と自分の経験とを比

較して，自分の感想を書く。 

【ワークシート④⑤】 

・推敲し，感想文を仕上げる。 

・教材文から感想文に必要な箇所を字数等 

の条件に応じて書き出すことを指示する。  

【ワークシート②③】 

・並行読書で読んだ本で，最も心に残った部

分に付箋を貼らせる。本を繰り返し読ませな

がらワークシートをまとめさせる。           

【ワークシート④⑤】 

・【感想語彙集】を提示し，参考にさせたい。  

☆条件に応じて引用したり，主人公の生き方

と自分の経験とを比較したりしながら文

章を書いている。（読むこと／ワークシート） 

☆複数の本を読み，人物の生き方について

考え自分の考えをまとめている。 

（読むこと／ワークシート） 

 ３ 
９ 

○完成した感想文を読み合い，感想を伝え

合う。 

○単元の学習を振り返る。 

☆複数の伝記を比べながら読み，人物の生き

方について考えることができたか振り返

っている。 

（読むこと／発言・行動観察／学習計画表） 

 

 

 

H27 授業改善プラン 小学校 第５学年 国語 

指導について 

・調査問題概要／市正答率 

新聞のコラムから，引用などの表現の工夫を捉えることができるかをみる問題。 

Ａ５二 市正答率  21.6％ 

・課題                            

引用などの表現の工夫に気付き，「 」や「～と述べている」を使った表現を捉えることに

課題がある。 

・指導の手立て 

  条件に応じて文を書く学習課題を取り上げ，資料から引用して文を書く活動を通して，「自分の

考えたことを伝わるように書く力」を育成したい。 

資料から引用して書く活動を通して，自分の考えが伝わるように書く力を育成する！ 

1



≪並行読書におすすめの本≫ 

・「本当のさいわいをねがった童話作家 宮沢賢治」 

    西本鶏介 著  黒井健 絵（ミネルヴァ書房 ２０１２年） 

・「ハンセン病と歩んだ命の道程 神谷美恵子」 

大谷美和子 著  高山ケンタ 絵（くもん出版 ２０１２年） 

・「マザー・テレサ」 

    やなぎやけいこ 作 （ポプラ社 １９９８年） 

・「宮沢賢治」 

    馬場正男 著 （ポプラ社 １９９４年） 

・「永井隆平和を祈り愛に生きた医師」 

    中井俊巳 文 （童心社 ２００７年） 

・「天と地を測った男 伊能忠敬」 

    岡崎ひでたか 文 高田勲 絵（くもん出版 ２００３年） 

・「その手に１本の苗木を マータイさんのものがたり」 

    クレア・Ａ・ニヴォラ 作 柳田邦男 訳  クレア・Ａ・ニヴォラ 絵 

    （評論社 ２００９年） 

 

≪補充図書（このような本もおすすめです）≫ 

・「武器より一冊の本をください少女マララ・ユスフザイの祈り」 

    ヴィヴィアナ・マッツ 著 横山千里 訳（金の星社 ２０１３年） 

・「海辺の宝もの」  

ヘレン・ブッシュ 作 鳥見昌生 訳（あすなろ書房 ２０１２年） 

・「よかたい先生 水俣から世界を見続けた医師－原田正純」 

    三枝三七子 文・絵  （学研教育出版 ２０１３年） 

・「フィボナッチ 自然な中にかくれた数を見つけた人」 

    ジョセフ ダグニーズ 文  渋谷弘子 訳  ジョン・オブライエン 絵 

（さ・え・ら書房 ２０１０年） 

・「闇を照らす六つの星 日本点字の父 石川倉次」 

    小倉明 著 （汐文社 ２０１２年） 

・「ＹＵＫＩＣＨＩ－福沢諭吉の青春物語」 

誉田龍一 作  中川学 絵 （くもん出版 ２０１１年） 

・「とどまることなく 奴隷解放につくした黒人女性 ソジャーナ・トゥルース」 

アン・ロックウェル 作  もりうちすみこ 訳 

グレゴリー・クリスティー 絵（国土社 ２００２年） 

・「六千人の命を救え！外交官 杉原千畝」 

白石仁章 著   （ＰＨＰ研究所 ２０１４年） 

・「雪の写真家ベントレー」 

ジャクリーン・ブリッグズ・マーティン 作  千葉茂樹 訳  

メアリー・アゼアリアン 絵（ＢＬ出版 １９９９年） 

 

2



〔平成27年度　授業改善プラン　小５国語〕

○

番

ふ
り
返
り

先
生
か
ら

伝
記
を
読
み

、
感
想
文
を
読
み
合
い

、
自
分
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え

よ
う

。

　
☆
　
計
画
表
を
確
認
し
な
が
ら

、
見
通
し
を
も

っ
て
学
習
に
取
り
組
も
う

。

④

○
手
塚
治
虫
と

（
　
　
　
　
　
　
　

）
の
生

き
方
を
短
い
言
葉

(

キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

)

で
表
そ
う

。

② ①

○

「
手
塚
治
虫

」
を
読
み

、
心
に
ひ
び
い
た

言
葉
を
引
用
し

、
感
想
を
ま
と
め
よ
う

。

月／日

③

○

「
手
塚
治
虫

」
を
読
み

、
書
か
れ
て
い
る

こ
と
を
読
み
取
ろ
う

。

⑦

○

（
　
　
　

）
の
生
き
方
と
自
分
の
経
験
と

を
比
較
し
て
感
想
を
ま
と
め
よ
う

。

⑤

○

（
　
　
　
　

）
を
読
み

、
心
に
ひ
び
い
た

言
葉
を
引
用
し

、
感
想
を
ま
と
め
よ
う

。

○
手
塚
治
虫
の
生
き
方
と
自
分
の
経
験
と
を

比
較
し
て
感
想
を
ま
と
め
よ
う

。

○
感
想
文
を
仕
上
げ

、
文
章
を
推
敲
し
よ

う

。

○
交
流
会
を
開
き

、
自
分
の
生
き
方
に
つ
い

て
考
え
よ
う

。

国
語
学
習
計
画
表

○
学
習
計
画
を
立
て
よ
う

○
感
想
文
に
つ
い
て
知
ろ
う

。

伝
記
の
感
想
を
交
流
し
よ
う

（
手
塚
治
虫

）

 
―
 
見
つ
め
て
み
よ
う
自
分
の
生
き
方
 
―

単
元
の
め
あ
て

時
間

⑨ ⑧ ⑥

学
習
内
容
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感
想
語
い
集
～
感
想
文
に
使
い
た
い
言
葉
や
表
現
～ 

 

① 

短
い
言
葉
で
ま
と
め
た
も
の
（
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
）
の
例 

○ 

情
熱
と
努
力
の
人
、
～ 

 
 

 
 
 

○ 

（ 
 
 

）
を
一
生
愛
し
た
人
、
～ 

 
 
 
 

○ 

（ 
 
 

）
を
通
し
て
、
人
々
に
温
か
い
心
を
伝
え
よ
う
と
し
た
人
、
～ 

 
 
  

 

○ 

新
し
い
世
界
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
、
～ 

○ 

ま
ん
が
で
世
界
を
つ
な
い
だ
人
、
～ 

○ 

だ
れ
も
が
幸
せ
に
な
る
世
界
を
求
め
る
こ
と
に
一
生
を
さ
さ
げ
た
人
、
～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

② 

人
物
を
表
す
と
き
に
使
え
る
語
句
の
例 

 

○ 

不
く
つ 

○ 

努
力 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 

素
直
な 

 
 
 
 

 

○ 

い
ば
っ
た 

 
 
 
 
 
  

 
 

○ 

情
が
深
い 

○ 

情
熱 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 

そ
そ
っ
か
し
い 

 
 

○ 

堂
々
と
し
た 

 
 
 
 

○ 

い
さ
ま
し
い 

○ 

公
平 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

 

○ 

あ
わ
て
ん
ぼ
う 

 
 

○ 
し
っ
か
り
し
た 

 
 

 

○ 

活
発
な 

○ 

や
さ
し
さ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

○ 

お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ
い 

 

○ 

い
さ
ぎ
よ
い 

 
 
 
 

○ 

朗
ら
か
な 

○ 

き
び
し
さ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

○ 

ず
る
い 

 
  

 
 
 

 

○ 

負
け
ん
気
が
強
い 

 
 

○ 

お
と
な
し
い 

○ 

粘
り
強
い 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

○ 

信
念
が
あ
る 

  
 
 

○ 

負
け
ず
嫌
い 

 
 
 
 

○ 

陽
気
な 

 

○ 

前
向
き
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 

勇
気
が
あ
る 

 
 
 

○ 

強
気 

 
 
 
 
 
 
 

○ 

愉
快
な 

○ 

努
力
家 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 

勇
か
ん
な 

 
 
 
 

○ 

た
の
も
し
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 

乱
暴
な 

○ 

頑
張
り
や 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 

し
ゅ
う
ね
ん
強
い 

 

○ 

真
面
目 

 
 
 
 
 
 

○ 

不
器
用
な 

 
 

○ 

一
生
懸
命 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 

用
意
周
到
な 

 
 
 

○ 

し
ん
が
強
い 

 
 
 
 

○ 
ず
う
ず
う
し
い 

 

○ 

が
ま
ん
強
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 

さ
わ
や
か
な 

 
 
 

○ 

集
中
力
が
あ
る 

○ 

志
が
高
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 

さ
っ
ぱ
り
し
た 

 
 

○ 

ひ
た
む
き
な 

 ③ 

感
想
の
言
葉(

共
感
し
た
と
き) 

○ 

実
感
す
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

○ 

心
に
ひ
び
く 

 

○ 

納
得
す
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

○ 

胸
に
き
ざ
む 

○ 

理
解
で
き
る 

 
 
 
 
 
 
 

○ 

痛
感
す
る 

○ 

関
心
が
あ
る 

 
 
 
 
 
 
 

○ 

心
に
と
め
る 

 

○ 

心
に
し
み
る 

 
 
 
 
 
 
 

○ 

ひ
か
れ
る 

 

○ 

心
が
ふ
る
え
る 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④ 

感
想
の
言
葉(

共
感
で
き
な
い
と
き) 

 

○ 

価
値
が
な
い 

 
 
 
 
 
 
 

○ 

困
難
で
あ
る 

 

○ 

た
え
ら
れ
な
い 
 
 
 
 
 
 

○ 

く
や
し
い 

 

○ 

平
凡
で
あ
る 

 
 
 
 
 
 
 

○ 

む
な
し
い 

 
 
 
 
 
 

 

 

○ 

げ
ん
め
つ
す
る 

 
 
 
 
 
 

○ 

思
い
が
け
な
い 

 
 
 
 

 

○ 

風
変
り
で
あ
る 

 
 
 
 
 
 

○ 

古
い 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

○ 

あ
り
ふ
れ
て
い
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【
参
考
文
献
】 

 

平
成
二
十
七
年
度
学
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
等
に
か
か
る
学 

 

習
教
材
（
授
業
パ
ッ
ク
）
「
小
学
校
国
語
資
料
」 

 
 
 
 
 
 

・
茨
城
県
教
育
庁
学
校
教
育
部
義
務
教
育
課 

〔
平
成
二
十
七
年
度 

授
業
改
善
プ
ラ
ン 

小
五 

国
語
〕 
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① 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
①
感
想
文
の
書
き
方
を
学
ぼ
う
（
名
前 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 
次
の
二
つ
は
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
を
読
ん
だ
感
想
文
で
す
。 

    

感
想
文
Ａ 

                  

感
想
文
Ｂ 

      

      

感
想
文
を
書
く
時
に
は
、 

（
比
べ
て
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。） 

ア 

五
年
生
が
書
い
た
感
想
文
と
し
て
、
よ
い
と
考
え
る
方
を
選
び
、
下
の
（ 

 

）

に
書
き
ま
し
ょ
う
。 

イ 

形
式
段
落
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

ウ 

引
用
し
て
い
る
部
分
に
蛍
光
ペ
ン
で
線
を
引
き
ま
し
ょ
う
。 

エ 

自
分
の
体
験
が
書
か
れ
て
い
る
文
に
赤
鉛
筆
で
線
を
引
き
ま
し
ょ
う
。 

今
日
の
学
習
で
分
か
っ
た
こ

と
を
書
こ
う
。. 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

② ③ 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

形式段落 形式段落 形式段落 

感
想
文

（ 

）
が

よ
い
理
由
を
、
形
式
段

落
ご
と
に
、
か
条
書
き

で
書
い
て
み
よ
う
。 

〔
平
二
十
七 

授
業
改
善
プ
ラ
ン 

小
五 

国
語
〕 

 

※
感
想
文
例 

／
大
妻
女
子
大
学 

樺
山
敏
郎 

准
教
授
「
茨
城
県
国
語
指
導
者
つ
く
ば
研
修
会 

 

平
成
二
十
七
年
七
月
三
十
一
日 

配
付
資
料
」
よ
り 

 ※ 
 

※ 
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・
心
に
残
っ
た
言
葉
の
引
用
。 

・
工
夫
し
た
言
葉
を
使
用
。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
①
感
想
文
の
書
き
方
を
学
ぼ
う
（
解
答
例
）
（
名
前 

 
 
 
 

 

） 
 

次
の
二
つ
は
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
を
読
ん
だ
感
想
文
で
す
。 

   

感
想
文
Ａ 

                  

感
想
文
Ｂ 

      

      

目
標
に
し
た
い
。 

選
手
の
伝
記
を
読
み
自
分
の
生
き
方
の 

う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
私
は
、
ス
ポ
ー
ツ 

の
目
標
や
希
望
な
ど
を
書
く
と
よ
い
と
い 

 

分
の
体
験
と
の
比
較
、
こ
れ
か
ら
の
自
分 

 

言
葉
の
引
用
や
、
登
場
人
物
の
体
験
と
自 

 

感
想
文
を
書
く
時
に
は
、
心
に
残
っ
た 

感
想
文
（ 

Ｂ 

）

が
よ
い
理
由
を
、
形
式

段
落
ご
と
に
、
か
条
書

き
で
書
い
て
み
よ
う
。 

今
日
の
学
習
で
分
か
っ
た
こ

と
を
書
こ
う
。. 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② ③ 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
心
に
残
っ
た
出
来
事
。 

・「
青
い
け
む
り
」
と
い
う
言
葉
の
感
想 

・
登
場
人
物
の
体
験
と
自
分
の
体
験
の
比
較
。 

 

・
こ
れ
か
ら
の
自
分
の
目
標
や
希
望
。 

（
比
べ
て
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
） 

ア 

五
年
生
が
書
い
た
感
想
文
と
し
て
、
よ
い
と
考
え
る
方
を
選
び
、
下
の
（ 

 

）
に
書

き
ま
し
ょ
う
。 

イ 

形
式
段
落
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

ウ 

引
用
し
て
い
る
部
分
に
蛍
光
ペ
ン
で
線
を
引
き
ま
し
ょ
う
。 

エ 

自
分
の
体
験
が
書
か
れ
て
い
る
文
に
赤
鉛
筆
で
線
を
引
き
ま
し
ょ
う
。 

形式段落 形式段落 形式段落 

〔
平
二
十
七 

授
業
改
善
プ
ラ
ン 

小
五 

国
語
〕 

 

※
感
想
文
例 

／
大
妻
女
子
大
学 

樺
山
敏
郎 

准
教
授
「
茨
城
県
国
語
指
導
者
つ
く
ば
研
修
会 

 

平
成
二
十
七
年
七
月
三
十
一
日 

配
付
資
料
」
よ
り 

※ 
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〔平成27年度　授業改善プラン　小５　国語〕

140 120

「
手
塚
治
虫

」
　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
②

名
前

小
学
校

中
学
校

大
学
の

医
学

専
門
部

時
代

心
に
ひ
び
い
た
言
葉
や
文

（
引
用

）

心
に
ひ
び
い
た
わ
け

「
手
塚
治
虫
」
を
読
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
で
あ
な
た
の
心
に
ひ
び
い
た
言
葉
や
文
を
引
用
し
、
そ
の
わ
け
を

書
き
ま
し
ょ
う
。

三
つ
の
中
か
ら
一
番
心
に
ひ
び
い
た
と
考
え
た
言
葉
や
文(

引
用
）
と
そ
の
わ
け

を
、
感
想
語
い
集
を
活
用
し
て
、
百
二
十
字
～
百
四
十
字
で
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。
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〔平成27年度　授業改善プラン　小５　国語〕

た だ い が 「
こ れ て 自 わ に そ

と に い 分 た も う

が も き に し 負 だ

心 負 、 で が け 。

に け 友 き 、 な ま

残 な だ る こ い ん

っ い ち こ の ぞ が

た も か と 言 。

」
を

か の ら を 葉 か

ら を み 見 を く

で 見 と つ 選 こ

す つ め け ん と

。 け ら て だ だ

る れ 、 理 っ
こ た ま 由 た

と こ ん は ら

が と が 、 、

で で を 治 だ

き 、 か 虫 れ
140 120

名
前

小
学
校

中
学
校

大
学
の

医
学

専
門
部

時
代

心
に
ひ
び
い
た
言
葉
や
文

（
引
用

）

心
に
ひ
び
い
た
わ
け

　

「
そ
う
だ

、
ま
ん
が
を
か
く
こ

 
 
と
だ

っ
た
ら

、
だ
れ
に
も
負

 
 
け
な
い
ぞ

。

」

　
治
は
ま
ん
が
を
か
く
こ
と
で

、
お
そ

ろ
し
さ
や
つ
ら
さ
に
た
え
た

。
そ
し

て

、
仲
間
た
ち
を
は
げ
ま
し
て
も
い
た

の
で
あ
る

。

　
治
虫
は

、
ま
ん
が
家
と
し
て
生

き
る
こ
と
を
決
意
し
た

。

 
治
虫
が
だ
れ
に
も
負
け
な
い
も
の
を
見
つ
け

、
ま

ん
が
を
か
く
こ
と
で

、
周
り
の
人
か
ら
み
と
め
ら
れ

た
か
ら
で
す

。

 
治
虫
の
ま
ん
が
に
よ

っ
て
戦
争
の
中
で
仲
間
を
勇

気
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す

。

 
治
虫
が
ま
ん
が
を
か
く
こ
と
で

、
周
り
の
人
た
ち

も
は
げ
ま
さ
れ
た
こ
と
に
気
付
き

、
自
分
の
生
き
て

い
く
道
が
決
ま

っ
た
か
ら
で
す

。

国
語
　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
②

(

解
答
例

)

「手
塚
治
虫
」を
読
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
で
あ
な
た
の
心
に
ひ
び
い
た
言
葉
や
文
を
引
用
し
、
そ
の
わ
け
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

三
つ
の
中
か
ら
一
番
心
に
ひ
び
い
た
と
考
え
た
言
葉
や
文(
引
用)

と
そ
の
わ
け
を
、

感
想
語
い
集
を
活
用
し
て
、
百
二
十
字
～
百
四
十
字
で
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

8



〔平成27年度　授業改善プラン　小５　国語〕

140 120

「
手
塚
治
虫

」
　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
③

名
前

①②③
時
代

心
に
ひ
び
い
た
言
葉
や
文

（
引
用

）

心
に
ひ
び
い
た
わ
け

「

」
を
読
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
で
あ
な
た
の
心
に
ひ
び
い
た
言
葉
や
文
を
引
用
し
、

そ
の
わ
け
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

三
つ
の
中
か
ら
一
番
心
に
ひ
び
い
た
と
考
え
た
言
葉
や
文
（
引
用
）
と
そ
の
わ
け
を
、
感
想
語
い
集

を
活
用
し
て
、
百
二
十
字
～
百
四
十
字
で
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

9



〔平成27年度　授業改善プラン　小５　国語〕

140 120

国
語
　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
④

名
前

共
感
で
き
る
点
、

共
感
で
き
な
い
点
を
具

体
的
に
書
こ
う
。

「手
塚
治
虫
」の
生
き
方
と
自
分
の
経
験
を
比
べ
て
、
感
想
を
ま
と
め
よ
う
。

主
人
公
の
生
き
方
か
ら
感
じ
た
こ
と
と
自
分
の
経
験
と
を
、
感
想
語
い
集
を
活
用
し
て
百
二
十
字
～

百
四
十
字
で
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

手塚治虫の

生き方から感じたこと

自分の経験
・自分だったら・・・・・

・参考にしたい点は・・・

こ
れ
か
ら
の
生
き
方
の
中
で
、

こ
う
し
た
い
と
思
う
こ
と
を

書
こ
う
。

10



〔平成27年度　授業改善プラン　小５　国語〕

て れ ン と っ そ

い ど グ を か れ 手

き 記 を 続 け は 塚

た 録 習 け に 大 治

い を っ る な 人 虫

。 の て こ っ に は

ば い と た な 、

し る は 。 っ 自

て 。 大 困 て 分

い 練 切 難 ま に

け 習 だ が ん で

る が と あ が き

よ つ 思 っ 家 る

う ら う て と こ

に い 。 も し と

努 時 私 、 て を

力 も も 一 生 見

を あ ス つ き つ

続 る イ の る け

け け ミ こ き 、
140 120

名
前

国
語
　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
④

（
解
答
例

）

共
感
で
き
る
点
、

共
感
で
き
な
い
点
を
具

体
的
に
書
こ
う
。

「手
塚
治
虫
」の
生
き
方
と
自
分
の
経
験
を
比
べ
て
、
感
想
を
ま
と
め
よ
う
。

主
人
公
の
生
き
方
か
ら
感
じ
た
こ
と
と
自
分
の
経
験
と
を
、
感
想
語
い
集
を
活
用
し
て

百
二
十
字
～
百
四
十
字
で
ま

と
め
ま
し
ょ
う
。

手塚治虫の

生き方から感じたこと

自分の経験
・自分だったら・・・・・

・参考にしたい点は・・・

私
は
、
ス
イ
ミ
ン
グ
で
メ
ド
レ
ー
を

練
習
し
て
い
る
。
私
は
、
ス
イ
ミ
ン
グ

で
は
だ
れ
に
も
負
け
な
い
と
思
っ
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
も
記
録
を
の
ば
せ
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
。

手
塚
治
虫
は
、
自
分
に
で
き
る
こ
と

を
見
つ
け
、
ま
ん
が
を
か
く
こ
と
は
だ

れ
に
も
負
け
な
い
と
思
い
、
ま
ん
が
を

か
き
続
け
た
。
困
難
が
あ
っ
て
も
一
つ

の
こ
と
を
続
け
て
い
く
こ
と
の
大
切

さ
を
学
ん
だ
。

こ
れ
か
ら
の
生
き
方
の

中
で
、
こ
う
し
た
い
と
思

う
こ
と
を
書
こ
う
。
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〔平成27年度　授業改善プラン　小５　国語〕

140 120

国
語
　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
⑤

名
前

共
感
で
き
る
点
、

共
感
で
き
な
い
点
を
具

体
的
に
書
こ
う
。

「

」の
生
き
方
と
自
分
の
経
験
を
比
べ
て
、
感
想
を
ま
と
め
よ
う
。

主
人
公
の
生
き
方
か
ら
感
じ
た
こ
と
と
自
分
の
経
験
と
を
、
感
想
語
い
集
を
活
用
し
て
、
百
二
十
字
～
百
四
十
字
で
ま
と

め
ま
し
ょ
う
。

「 」の

生き方から感じたこと

自分の経験
・自分だったら・・・・・

・参考にしたい点は・・・

こ
れ
か
ら
の
生
き
方
の
中
で
、

こ
う
し
た
い
と
思
う
こ
と
を

書
こ
う
。
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